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●お知らせコーナー ～静岡県からのお知らせ～ 

◆国が民間施設直結スマートインターチェンジ制度を導入！ 
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●静岡県内のインターチェンジ・スマートICの位置関係と供用予定 
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 国土交通省は、平成29年７月に、高速道路の近傍に位置する大規模な物流拠点や工業団地、
商業施設等の民間施設に直結するインターチェンジを民間企業の発意と負担により整備する
制度について、具体的なルールを定め、募集を開始しました。 
 平成29年12月26日には、三重県多気町が申請した民間施設直結スマートインターチェンジの
整備方針が、全国で初めて認定されました。（国交省HP：http://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_000929.html） 

【民間施設直結スマートトインターチェンジ制度のポイント】 
 ①民間企業の発意と負担による整備（ハーフIＣ・１／４ICも可） 
 ②民間施設名をインターチェンジ名称とすることが可能 
 ③民間企業は市町村を通じて手続きを実施 
【役割分担】 

  

駿河湾沼津 
スマートIC 

名古屋 方面 

駿河湾沼津スマートIC 

沼津市 



  ストック効果 ① アクセス向上による産業活動の支援 
●原西部地区から御殿場JCTまでの所要時間が約１６分短縮し、高速道路へのアクセス性向上に寄与 
●地元企業は開通後の時間短縮・利便性向上を実感し、８割以上の企業に良い影響を与えている。 

  

    

  

  

②地域の観光振興に貢献！ 

  
      

 

■地元企業へのアンケート結果～駿河湾沼津スマートIC開通による影響～ 

出典：沼津市企業アンケート調査（平成２９年７月） 

 ストック効果② 復旧支援ルートの早期確保 
●駿河湾沼津ＳＡは、ﾍﾘﾎﾟｰﾄ造成など防災機能が強化され、陸路と空路での復旧支援ﾙｰﾄの早期確保に期待 
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出典：中日本高速道路株式会社東京支社データ 

●開通から６ヶ月※１で累計約３０万台の利用があり、 直近1ヶ月間※２では約１，８００台／日が利用 
●方向別では、東京方面（上り入口・下り出口）が多く利用 

旅行商品企画コンテスト（H28実施） 

スマートＩＣを活用したツアーの商品化を検討（H29） 

 
 

 

 駿河湾沼津ＳＡは、平成29年3月に改定された都市計画  
マスタープランにおいて、広域的な被害が想定される      

南海トラフ巨大地震に対応するための防災拠点とし
て位置付けられている！ 

ストック効果③ 観光活性化に貢献 

●利用促進に向けた沼津市の取り組み 

●近傍のゴルフ場の利用客数（H29.6）は、２年前の同月から約３５０人の増加 

８割以上の企業

がスマートIC開通

によって良い影

響を受けていると

回答！ 

■原西部地区から御殿場JCTの所要時間 

■駿河湾沼津SAの上下線にヘリポートを造成 

■利用促進看板の設置 

●「駿河湾沼津スマートＩＣの利用で原西部地区から東京方面が近道となる」旨の看板をアクセス道路に設置 
  ⇒東京方面（上り入口）の利用量の伸び率が、他の３方向よりも４．６％高くなった。 
●駿河湾沼津スマートＩＣを活用した周遊観光を促進するため、地域の観光資源をもとに 旅行商品化を検討 

【看板設置前後１週間での利用量の伸び率】 

■スマートICを活用した旅行商品化の検討 

■月別平均・累計利用台数 ■方向別利用台数 ■曜日別利用台数 

■愛鷹シックスハンドレッドクラブの利用客数 

※１：H29/９/18～H29/９/30 
※２：H29/９/１ ～H29/９/30 
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